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耳鼻咽喉科領域感染症に対する

ME1207の 臨床的検討
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耳鼻咽喉科領域感染症患者12例 にME1207を 使 用 し,有 効性および安全性 について検討を

行った。対象患者は慢性 中耳炎急性増悪3例,急 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔炎1例,急 性咽

喉頭炎1例,急 性扁桃炎5例,慢 性扁桃炎1例 の合計12症 例であった。投与方法は経[で1日

300～600mg(力 価),期 間 は3～14日 間であった.臨 床効果は著効6例,有 効2例,や や有効

2例,無 効2例 で有効率は67%で あ った。
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ME1207は 新 規 なエ ステル型経 ロセフェム剤であ

る.今 回,我 々は本剤 を耳鼻咽喉科領域におけ る感染

症に用いて,有 効性 ならびに安全性 について臨床的に

検討 したので報告する。対象症例は平成元年10月 よ り

平成2年3月 までに大阪大学医学部附属病院および関

連病院耳鼻咽喉科 を受診 し,本 治験に対 して同意 を得

た12症 例(男 性6名,女 性6名)で あ り,年 齢は19～

70歳 で あった。疾患の 内訳 は慢性 中耳炎急性 増悪3

例,急 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔炎1例,急 性咽喉

頭炎1例,急 性扁桃炎5例 および慢性扁桃炎1例 であ

った。上記症例の重症度は軽症4例,中 等症8例 であ

った。投与方法は1錠100mg(力 価)を 用いて,原 則

として1回100～200mg(力 価)を1日3回 食後経 口投

与し,投 与期間は3～14日 間 とした,な お投与期間中

は他の抗菌製剤の使用は一切行わなか った。臨床評価

は主治医判定 としての臨床効果(以 下に述べ る自他覚

所見の改善度 を指標 とし,担 当医の判定基準に より「著

効」,「有効」,「やや有効」,「無効」の4段 階で判定)

と副鼻腔炎に関 しては,投 与前および投与終了時のX

線写真(P→A, Waters法)を 比較 し,担 当医師の判

断により 「著明改善」,「改善」,「やや改善」,「不変」

の4段 階で判定 した。

1.自 覚症状

中耳炎:耳 閉塞感,耳 痛

副鼻腔炎:鼻 漏,後 鼻漏,鼻 閉,頭 痛 ・頭重,悪

臭感

咽喉頭炎および扁桃炎:咽 頭痛,嚥 下痛

2.他 覚 症状

中耳炎:鼓 膜 ・鼓室粘膜発赤,鼓 膜膨隆 ・鼓膜粘

膜腫脹,鼓 膜穿孔,中 耳分泌物 量,中 耳

分泌物性状

副鼻腔炎:鼻 粘膜発赤,鼻 粘膜浮腫 ・腫脹,鼻 汁

量,鼻 汁性状,後 鼻漏量

咽喉頭炎および扁桃炎:扁 桃発赤,扁 桃腫脹,膿

苔 ・膿栓 子,膿 汁分泌物量

また細菌学的検査は投与前 と投与後に検体を採取 し,

(株)三菱油化ビー シーエルに送付,菌 の分離 同定を実

施 し,起 炎菌 と推定 され る菌株の消長により細菌学的

効果 を「消失」,「減少 または部分消失 」,「菌交代」,「不

変」の4段 階で判定 した。また投与後治癒 により分泌

物が消失 した症例においては細菌学的検 査は実施しな

かったか,細 菌学的効果は 「消失」 とした。

また投与前お よび終了後に可能 な限 り,血 液学的検

杏(赤 血球および白血球数,Hb,Htな ど),肝 ・腎機
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Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

ND: not done NF : normal flora

Table 2. Clinical efficacy of ME1207

能検査および尿検査を施行 し,臨 床的副作用 とともに,

安 全性について検討 した。本剤 を投与 し,前 述の諸検

査 を施行 した症例の治療成績をTable1に 示 した。100

mgを1日3回 投与 したのは9例 であ り,200mgを1

日3回 投 与 し た の は3例 で あ っ た 。

投 与 期 間 は3～14日 間 で,総 投 与 量 は1,200mg～

8,400mgで あ っ た 。 分 離 菌 を ま と め る と,

Pseudomonas aeruginosa 4例,Peptostreptococcus sp-
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1例,Streptococcus pyogenes 1例,Stapbylococcus

aureus 2例 であ り,投 与後菌検索 を実施 しなかったP

aeruginosaの4例 を除 きすべて菌の消失を認めた。

疾患別に臨床効果および有効率 をTable2に 示 した。

慢性中耳炎急性増悪3例 において,有 効1例,や や有

効1例,無 効1例,副 鼻腔炎においては著効1例,無

効1例,咽 喉頭炎では著効1例,扁 桃炎では著効4例,

有効1例,や や有効1例 であ り,全 体の有効率は67%

であ った。

副作用に関 してTable1で 示 した症例番号5に おい

て,投 与7日 目(総 投与量2,100mg)に 軽 度な胃痛 を

生じたため本剤の投与 を中止 した。 中止後,無 投薬に

て経過観察を施行 したが,翌 日にはほとんど症状は消

失した。 また血液学的検査,肝 ・腎機能検査および尿

検査において,全 症例異常は認め られなか った。

ME1207は 新 規なエ ステル型経 ロセフェム剤で,抗

菌活性を有す るME1206の4位 カルボン酸に ビバ ロ

イルオキシメチル基 をエステル結合 させ ることにより

経口吸収性 を高めたプロ ドラッグである。

ME1206は グラム陽性,陰1生 菌に広範囲の抗菌 スペ

クトルを有し,特 にS. aureus, Stapbylococcus epider-

midisに 対 する抗菌力は既存の経 ロセフェム剤 と比較

して非常にす ぐれている1)。また各種 β-lactamaseに

対 して安定で,本 酵素産生株にも強い抗菌力を示 し,

多種の試験において高い安全性 を有 し,耳 鼻咽喉科領

域にとくに重要な薬剤と考 えられている2)。

今回の臨床的検討において,全 体の有効率は12例 中

有効以上8例 で67%で あ った。

慢性 中耳炎急性増悪3例 および副鼻腔炎2例 のうち,

4例 にP. aeruginosaを 認 めた。本剤はグラム陰性 ブ ド

ウ糖非発酵菌であるP. aeruginosa, Acinetobacterな

どに対す る抗菌力は弱 く,本 試験の対象病原菌に入っ

ていない。このことを考慮 し,本 菌検出の症例 をのぞ

けば,8例 中7例 が有効以上であ り,極 めて良好な結果

が得 られたと考えられる。またS. aureus, S. pyogenes

の グラム陽性菌はすべて除菌されてお り,本 剤の抗菌

力を反映 しているものと考 えられる。投与中止後速や

かに症状の改善 をみ,再 発も認められなかったし,了1狂

液学的および尿検査において も異常は認められなかっ

た。

以上の結果よ りME1207は 耳 鼻咽喉科の 日常診療

において接する感染症に対 して非常に有用な薬剤であ

ると考えられる。
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The clinical efficacy of ME1207, a new oral cephalosporin, was evaluated in 12 patients with
chronic otitis media (acute exacerbation), acute and chronic paranasal sinusitis, acute pharyngolaryn-

gitis and tonsillitis. The drug was given in a daily dose of 300 or 600mg for three to fourteen days.
The clinical efficacy was evaluated as excellent in 6, good in 2, fair in 2 and poor in 2 cases. The
efficacy rate was 67%.


